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           〔午前９時30分 開会〕 

○佐原副委員長 皆様、おはようございます。本日は御多忙のところ、また連日暑い中、御参集いただきまして

ありがとうございます。 

 それでは、地域医療等対策特別委員会を委員長の開会でお願いいたします。 

○高柳委員長 おはようございます。きょうは本当にお忙しい中、暑い中、お集まりいただきましてありがとう

ございます。 

 また、先日は、茨城県の阿見町と土浦市のほうへ、２日間にわたって視察をしていただきまして本当にありが

とうございました。 

 それでは、ただいまから第22回地域医療等対策特別委員会を開会いたします。 

 それでは、議事に入りますが、発言は必ず挙手の上、指名に基づきマイクのスイッチを入れ御発言ください。 

 本日の予定は、次第のとおりでございます。 

 それでは、議事に入らせていただきますのでお願いいたします。 

 議事の１番ですけどが、行政視察のまとめということで、阿見町と土浦市の行政視察の取りまとめということ

でまとめをしたいということでお願いしたいと思います。それで、８日までに視察の報告書を出していただくと

いうことで、本当に忙しい中、慌ただしくて申しわけなかったですけどが、報告書を出していただきましてあり

がとうございます。その報告書につきまして、これをまとめたいと思うんですけどが、一応どういうふうにまと

めるかということで、私のほうで、皆さん方のそれぞれの報告書を出していただいたのを自分なりに、お手元の

とおり、皆さん方の報告書を集約したような形でまとめさせていただきました。そういうことでごらんいただけ

ればと思いますけどが。 

 阿見町と筑見区の自治会ということで両方視察したですけどが、ちょっと簡単に皆さん方のをまとめたのを報

告させていただきたいと思うんですけどが、一つ目に、医療機関及び福祉施設の状況ということで最初に説明が

ありまして、医療機関の状況、それから福祉施設の主要事業所の状況などの報告がありましたものですから、そ

こら辺を取りまとめました。 

 それから、それに関係した高齢化率とか、医師の状況とか、支援認定率とか、そういうのを最初にまとめさせ

ていただいて、その後、在宅医療と介護連携事業の状況ということで説明がありましたもので、その事業につき

ましては、推進機関はこういうことですよとか、進捗状況はこんな状況ですよというようなことでまとめました。 

 それから、あと説明があったのが、認知症総合支援事業の状況についてありました。 

 それから、介護予防とか日常生活支援総合事業の状況についての説明。 

 めくっていただきますと、生活支援体制の整備事業、それとかあと人材の育成の状況、その後、筑見区へ行き

まして、筑見区の自治会の福祉事業のほうの取り組みの状況のまとめをさせていただいて、福祉計画のガイドラ

インを区民みずから策定したということで、その内容はこういうことをやっていますよということで、支え合い、

助け合いのあるまちから安心・安全に暮らせるまちまで四つにわたってこういうことについての説明があるのと、

また、ふれあい館へ行って喫茶室でマスターの人たちにいろいろなお話を聞いたというようなことで、そんなぐ

あいで阿見町と筑見区の関係を流れ的にまとめさせていただきました。 

 あと土浦市のほうは、これも医療機関とか福祉施設の状況等をまとめさせていただいて、あと多職種連携と組

織づくりの構築とか、あと在宅医療に関する地域課題の把握とか、それから多職種の連携ツールの作成というこ

ととか、あと在宅ケア連携手帳を作成してこういうもんだよということで説明があったり、急変時の対応シート

の作成とか、あと市民の啓発がこういうように啓発しているよということとか、ふれあいネットワークの関係の

説明があったということで、そういう阿見町と土浦市の情報を流れ的にまとめてみたんですけどが、皆さん方が

出していただいたのが、それぞれ思いを持って、そのところについてこういうふうに感じるよということで、突
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っ込んでそれぞれ説明と書いて報告していただいたです。 

 あと全協ですか、報告する時には余り細かい突っ込んだ内容の説明もあれですので、行ってきたことについて、

こういう流れで、こういうことについて勉強してきましたというようなことぐらいで報告すればと思いましてち

ょっとまとめてみたんですけどが、もしこれの中でつけ加えることがあれば、それと自分として、こういう今回

の視察として、こういうのをまとめとして載せたいということがあればいただいて、また所感というか、後のほ

うはまた後にしますけど、まず今の前段のまとめということについて何かあれば、御意見いただきたいと思いま

すけど。 

 これは自分の独断と偏見でまとめたもので、それぞれ皆さん方、いろんなことで書いていただいたんですけど

が、そこら辺ちょっとどうかなと思っております。 

 今、皆さん方も行ってきたことでわかってることなもんで、ざっと行ってきた内容についてまとめたのを報告

させていただいたもんですから、もしこの中でまたありましたら、後でもまた言っていただくということで、視

察の中での所感として感じたことということで、報告書の中にそれが書いてございますけどが、それも含めてこ

ういう感じだったということを報告いただければと思うんですけどが、所感をまとめてきょうのまとめにしたい

と思いますので、そこらを出していただければと思います。それぞれの所感がありましたら、お願いしたいなと

思います。 

 それで最後に、その所感を入れて報告書のまとめにしたいもんで、報告書にも一部書いてありますけどが、委

員会として、こういう参考になったとか、こういうことでよかったとか、そういう形をまとめたいなと思うんで

すけど。 

○佐原副委員長 両方ともの市で言われたのは、茨城県の指導がシルバーリハビリ…… 

○高柳委員長 そのあたりをちょっと。 

○佐原副委員長 茨城県が、土浦のほうで言ってたのかな。阿見町ではしっかりとは言わなかったんですけど、

あれはふれあいネットワークだったか。やはり社協のかかわりにしても、このシルバー体操にしても、茨城県が

もう進めていたというのを言っていて、土浦ではこのふれあいネットワークという社協が中学校区の公民館にそ

れぞれ社協の職員と民生委員とかが常駐していて、火曜日から日曜日まで相談体制、昼間だけですけど、それで

月曜日は社協の本部でやりますよというのがパンフレットにありましたけど、そういう取り組みがもうすごい早

くから地域包括ケアシステムとか国が叫び出す前からやっていたということで、両方の横並びのところなんで、

同じように進められていたというのが、茨城県の指導力がすごいなというのを感じました。 

 だから、それぞれの市町が独自で勉強というのもあるけど、県が指導してこういうスタイルもあるんだなとい

うのを初めて見ました。 

○高柳委員長 ありがとうございました。 

 感想とか所感があったですけどが、今回、阿見町と土浦市の視察の目的というのが書いてありますけど、それ

とは別において、今までずっとこの特別委員会をやっていた中で、行政はどうだとか、医療機関はどうだとか、

介護の施設はどうだとか、そういうような形のネットワークというか、その中を勉強してきて、市民の役割とか、

市民がどういうような働きをこのネットワークの中で持たないといかんかというのが一応課題だよということで、

うちのほうの自治会も聞くということだったけど、それもやめて、それよりは先進地へ行ったほうがいいんじゃ

ないかという中で、土浦市のほうはそれからいくとちょっと期待外れなとこもあったけどが、阿見町のところに

ついては、筑見区が自治会とか住民が福祉計画をみずからつくって、それで自分らなりに地域包括ケアシステム

の中の仕組みみたいなのをつくって独自にやっているという形で、こういうのは独自でやってるけどが、それは

町の中でも一部のようなので、例えば湖西市に当てはめたら、そういうようなことが全市的にどういう形でね。

生まれてくれば、医療と介護に対しての輪があれば埋まってくるんじゃないかと思ったですけどね。そこらがど
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うしていったらいいかわからないんですけどが、ああいうことを取り入れていけばケアシステムが動いていくか

ら生きていくんではないかなと、そんなように自分としては感じたんですけど。 

 そういうことをある面は期待していって、それなりの状況について成果的というのはあったんじゃないかなと、

そのように自分としては思っております。 

 はいどうぞ、竹内委員。 

○竹内委員 今、湖西市は社会福祉協議会の角度から見ると、行って思ったのは、行政だけでの福祉はできない

ということ。社会福祉協議会と行政側の福祉サイドとが車の両輪となってやっていかないと、福祉というのは別

に高齢者だけではなくて、子どもからお年寄り、それから障害を持った人、いろいろな方たち全てを含めての福

祉なもんだから、そこのところが両方の連携が必要だなというのを感じました。 

 二、三年ぐらい前だと思うんだけれども、結局、地区社協をつくっていきましょうということで進めているん

だけど、なかなかそれがうまくいかない。それプラス、今、第二層のほうのことで進めていますけれども、それ

もなかなか、結局、地域の住民の人たち、市民の人たちに伝わってない。まだ、多分、スタートし始めていて、

なかなかそこのところがみんなにも福祉なんて空気みたいな存在なもんだから、なかなか伝わりにくくというか、

今の生活でそんなに不自由もしてないもんだから、みんな余り関心もないと思うんだけれども、やっぱりそこの

ところをこれからの少子高齢化の社会を見据えていくと、筑見自治会みたいな仕組みをつくっていくのが一番、

その地域で、住みなれた地域でずっと暮らしていけるよということになるんですよね。それを私たちが見てきた

もんだから、大きな組織でやっていくのはなかなか進めづらいかもしれないけれども、社協さんもまめに地区担

当の職員さんも決められていて、いきいきサロンなんかに、以前と思えば足を運ぶようになっているそうです。

そういう役員さんとの話し合いも進めているそうなので、時間がかかるかもしれないけど、これをこつこつでき

るところから進めていくしかないのかなと思いました。 

 理想は、本当に筑見自治会みたいに、便利手帳というか、それぞれの私はこういうことが支援できるから、も

し支援していただきたい人は連絡くださいよとかというような、そういうものが各地域にできてくると、ひとり

暮らしの方も安心して暮らしていけるのかなというちょっと理想なところも見させてもらいました。 

 それから、あそこのみんなが集まれる居場所づくりというのはいいなと思いましたね。どこの地域でも、本当

は１カ所あって、誰でも好きなように行けるというところがあるのが理想なのかなと思いましたけど、なかなか

ほかの地域でもそういう場所、建物がないから、ちょうどいい場所にないんですよね、あったとしても。だから、

あそこは本当に成功事例のモデル地区だなと思う。見てきてよかったなと思います。 

 焦ってもしょうがないので、できるところから湖西もやっていけばいいのかなと思いました。 

○高柳委員長 菅沼委員。 

○菅沼委員 竹内委員が言ってることと同じようなことなんですけど、私は特に、筑見区の自治会の福祉活動と

いうのが、自治会の方々がみずから考えてこういうことをやっているということです。特にコーヒーを呼ばれた

じゃないですか。あそこなんかも、新所なんかもひだまりサークルというのがあるんですけど、もう毎日やって

いるということで、対象者みずからが運営しているんですよね。新所なんかはスタッフがおって、その人たちが

みんなの面倒を見るというようなことであって、高齢者がみずからこれからの社会、こういうことを真剣に考え

て、その活動をしているということが印象に残りました。それだけでいいですか。 

○高柳委員長 筑見区という説明もあったですけどが、そういう団地であって、その中で高齢化率が40％も上が

ってる。特殊事情でああやらざるを得ないような状況だと思うんで、そこの中でできてきたというような特殊事

情があるじゃないかなということを思いますけどが、そういう方向性が一番全体的にいけばいいかなと思うけど

が、見ても、筑見区が町全体に行き渡るような形というのは何か見られなくて、そこだけ特別にやっとるよとい

うような、町としてもそんな感じがしとったよね、そうだよね。 
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  〔不規則発言あり〕 

○高柳委員長 二橋委員。 

○二橋委員 どうしても、今現在ですぐに考えちゃうもんで、モデル地区があるといいねとか、そう何かなっち

ゃうね。本来、やっぱり人間社会というのは歴史があって、その歴史の中でいろんなことが語られてきて、いい

とこどりをしてくりゃいいだけども、高度成長からずっと何となく管理社会と経済社会に走っちゃったという一

つの原因があるだけども、今、新所の話が出たので、例えば新所という部落の中でそういうことが行われていた

んだよ、もともとは。 

 ただ、医療とかそういう特化したとこになるとちょっと違うけども、システムとしては、その地域の部落でそ

ういうふうになっていたと。ただ、行政の力を借りにゃいかんのは、例えば道路をつくったり、あるいは大きな

仕事はやっぱり行政に頼んで、自分たちの身の回りのことは自分たちで、要するに相乗効果が生まれてできてた

だよね。ただ元来あったものだと。 

 ただ、今思い起こすに、たまたまここの筑見区が高度成長で、膨らんだけども、要するに一番の高齢化の地域

になっちゃったと。これは極端な地域だよね。そこで自分たちがやっぱり原点に戻って何をやらにゃいかんかと

いうとこからこの事業が始まってきとると思うんだよね。 

 今、湖西市でも地区社協とみんなは言うけども、本来は部落としてそれは存在してたと。そこを原点にものを

考えてもらわんと、新たなことじゃないということは事実だと思うんだよね。そういうことをちゃんと原点に持

って帰って、しっかり精査した中で、じゃあ湖西市ではどうするかという、要するに過去あった部落のシステム

をどう構築していくかということにもう一回戻らにゃいかんと思う。そこで初めて、こういう福祉事業とか包括

ケアシステム、それは大きな病院から全部一体になったこういう組織になるかというところだと思いますので、

ぜひそこら辺の原点は思い浮かべていただいて、うちの委員会としてしっかり指摘をしていかにゃいかんじゃな

いかなと思います。 

○高柳委員長 今の二橋委員のは、ちょっと進んで、この特別委員会の最後の提言の内容にも触れるような内容

の意見だったと思います。そこらもまたこの後、そういうのをどうしていくかというのをまた話し合っていかに

ゃいかんと思いますけどが、そういう含みも持った意見だったと思います。 

○二橋委員 報告というのは、これは本当にすごくうまくまとめていただいて、また自分も気がつかんところが

いっぱいあったと思うんだけども、まとめられてるもんで、本来ここで最終的にどう締めるかという所感とか、

所見とか、そういうところにぜひ集約をしていけば大体まとまってくるんじゃないかと思います。そこら辺を重

点にお願いしたいと思います。 

○高柳委員長 皆さんのその所感のところをまとめたいもんで、御意見が何かありましたらお願いします。 

○牧野委員 阿見町の話も大分出ましたけど、阿見町でも最初に自治会をつくったときからのことがあるもんで、

それの継続じゃんね、今やってる人らは。それだもんで今やれるだよね、あれが。次の段階になったときに、僕

がちょっとお聞きしたのが、そのときに副会長はもう決まってるよ、なんて言ってたよね、何年かやっているよ

うなところが。ほかの人はどうするよと。このまま継続してたら立派だと思うけど、こういうのって継続するの

はすごい難しいだよね。スタートするときはえいやでやりゃやれるんですよ。ところが、その継続というのは物

すごく難しいと思う。僕はその辺を聞きたかったけど、どうもその辺の答えは出てこなかったですけどね、それ

は一つ感じました。 

 それと、阿見町が医大があったり何かで、非常に恵まれてるというところはうらやましく感じましたね。大学

病院があるということ、これはうらやましいなと思いました。 

 それから、土浦で私が思ったのは、在宅ケア連携手帳、これいいなと思いましたね。小さいのにもまとめてあ

って、大きいのにもまとめてあるということは、私はこれをある程度見習うべきじゃないかなというような気が
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しました。以上です。 

○高柳委員長 土屋委員、ありますか。 

○土屋委員 私も筑見区のイメージがすごい強くて、報告書も筑見区の関係を報告、ほとんど。ほかの地区は、

ほかの方も書いてくれるかなと思って、筑見区について集中的に報告させていただいたんですけども、ああいう

のが誰が見てもいいなと思うんですよ。いわゆる自分たちでやって、そんなに行政が手伝ってるわけじゃないね、

実際始まっちゃうと。行政がどこまでかかわっていくかという問題はともかくとして、地域として自分たちがや

らなきゃいけないという意識をどうすれば持つのかなというのと、湖西市とかいろんなところがあるけども、一

番気がついたのは、来る人はみんな穏やかな人が多い。うちのほうでやったら何かけんかになりそうなとこが、

何でああいう会話になっちゃう。 

 僕らのとこのどこの地区でもそうだと思うけど、年寄りの人が集まると、結構けんかになることが多いじゃん

ね。そういうのがない地区というのは、非常にうらやましいなと思ったですけども、そういった意味では、リー

ダーが本当にしっかりしてないと、リーダーの養成というものは物すごい気配りをしていかないといけないんで

すけども、あの仕組みが物すごくいいというのはわかりましたので、それで毎日やってるというのは、新所原で

も南上の原でもいきいきサロンがあって、月に１回って、月に１回だと何でもそうだけど、やらないよりはいい

けど、毎日ひとり暮らしの人とか高齢者だけとか、実際に何もやることがない人がいるんですよね。そういう人

が行くところをつくってあげるというのは、じゃあ誰がやるかといったときに、いわゆる行政にしたって、社協

にしたって、毎日行ってやるわけにはいかない。 

 民生委員を毎日連れ出すわけにはいかないということは、やはり高齢者の中でもリーダーをとにかくつくって、

そのリーダーのもとに集まる人たちで何とかこなしていかなければいけないのかなというふうに思ったんですけ

ども、そのリーダーをつくるのは簡単ではないのもわかるんですけども、結構話をしてると、やってもいいよみ

たいな人もいるので、そういうあとは場所の問題だと思うんですけども、場所については、市なり社協が空き家

とかどこかを工夫してあげるとか、紹介してあげるような部分が要るのかなと思ったんですけども、ああいうや

り方だったら幾らできても、行政も社協もそんなに負担にならないと思うので、だけど聞いたら、どこかの地区

から来た人がいたよね。ああいうどこかから来たというと、その地域にはほとんどないと考えると、幾ら阿見町

がどうだこうだと言っても、なかなか難しい仕組みであることは理解できるんだけども、それを何とかしていか

ないと、このままでいいのかなという感じはいたしました。以上です。 

○高柳委員長 今の話の中でも、阿見町の話ですけれど、阿見町の説明の中でも人材育成というのに力を入れて

いるような感じがしたもんですから、そういうことは特にうちのほうでも必要でないかなと、そういうことも力

を入れとるもんで、ある程度のそういう実績もあがっているんじゃないかなと感じました。 

 それから今、牧野委員の話がありましたけど、あそこの自治会長さん、区長というか自治会長とか、両方名前

が名刺にあったんですけど、あの人がすごい力を持って、ずっと何年もやって、もうまとめちゃってるんですけ

ど、あの人が抜けた場合に、あと組織的にどういうようになっていくか、もうじり貧になるのか、さらに進むか

と、そこら辺が心配の面というか、そこらが感じたところです。 

○牧野委員 あれだけの組織でやってるということは、僕はうらやましいなという面があるんですよ。ところが、

それは何でかというと、僕が言ったのは、うちのほうでもいきいきサロンをやってますよね。いきいきサロンは

やっていて、それやれと言ったときにはばっと人が集まってみんな手伝ってくれた。しかし、さあって言ったと

きにやった人たちが、だんだんだんだんいきいきサロンのお客さんになってくるんですよ。後継ぎがいないんで

すよ。これは事実なんですよ。 

 今、筑見でも、多分今はそうやってがっとやってるでいいけど、その次の人らがどういうふうに動いてくるん

かな、あのまま行けば立派なもんだと思うけど、いろいろな奉仕って車で乗せてやったりいろいろなことをやっ
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てくれるという組織があるじゃないですか。ああいう組織を考えたときでも、後で続いてくれればいいけど、お

おって言って、立ち上げたときはできるんですよ。その次ですよ、一番問題は。その辺が僕はどうかなというの

が。 

 別に筑見を批判しているわけじゃないんですよ。自分とこへ照らし合わせてみると、あとつなぐのが難しいじ

ゃないかなというのを一番感じましたね。 

○高柳委員長 人材の継続性というのがうまくいくのかどうかというのが、すごく感じたということですね。は

い、わかりました。竹内委員。 

○竹内委員 人材育成というか、そういうふうにいろいろ後継者を育成していくっていうのって、やっぱりどこ

の地域でも課題だし、自分がいろんな団体に所属していても、自分の団体を継続するための次の人選びというの

も本当にみんな頭を悩ませるところじゃないですか。だけど、それって結局、もう人と人とのコミュニケーショ

ンで、自分たちの活動を理解してもらって、自分の仲間をふやしていくしかないもんだから、本当に１人の人を

誘うだけでもすごい大変なことなんだけど、こういうのってこつこつやるしかないんですよね。特効薬ってない

もんだから、やっぱりそこで輪をつくっていくしかないので、私が入出にいるから、じゃあ鷲津の人に手伝いに

来てくださいと言っても、なかなか来れるもんじゃない。例えば、入出出身で鷲津に住んでいる人に、こういう

ことがあるから手伝いに来てくれと言われても、なかなかそういうふうには来れない。やっぱり地元のことは地

元の人で助け合うしかないもんだから、そこはやっぱりみんなで、今やってるやる気のある人たちで、口コミで

頑張るしかないのかなと、そう思ってます。 

○高柳委員長 自分で感じたところですけどが、阿見町と土浦市ですけどが、最初に阿見町へ行ったときにも、

湖西市のホームページを見たらすごい立派になっててつくってあるよと。ここにまとめたのも、大体は国のとこ

ろでこういうことをしなさいというのを事業名も挙げていて、いつまでにやりなさいということなもんですから、

ずっと同じようなことになっていると思うんですけどが、そういう中で湖西市もそのようにやっていると思いま

すけどが、両方の町と市へ行った中で、個々に突っ込んでいろんなことを進めているよね。細かい手帳をつくっ

たり何とかっていろんなことをやってるじゃんね。そういうことが、国で言ってるけど、国のことだけでなくて、

自分らの問題として深くいろんなことを追求して、いろんな事業を進めているなと感じたんです。 

 そこで、湖西市の場合、そこらが説明不足なのか、やってるけども見えないのかわかりませんけどが、湖西市

と比べてすごい個々に突き詰めて、いろんな事業をどんどん進めているなというようなことを感じたんですけど

が、そこら辺をどんなふうに感じたか、皆さん。 

○佐原副委員長 福祉も同じようなことで言ってるんだったら同じことであれなんだけど、でも、どこも行政の

福祉事務所の中というか、福祉課の中の役割の編成がえ、あれをやっている。土浦もそういうように書いてあっ

たよね。そういう地域包括を担当するような部署をちゃんとつくっている。土浦も４人から７人の名前もそうい

うネーミングにしてつくってるじゃんね。 

 だから、その意気込みが違うというか、同じことをやってるんだけど、こう言っちゃ何だけど、片づけ仕事み

たいに何年までにできたできた。今まで既存のものを引っ張ってきて、これはこの事業に当たるってやれば、机

上の論理はできてるようになるよね。インターネット上にうまく張りついているのを見ればね。だけども、そう

いう血の通った市民が実感するようなものになってないんじゃないかなと思ったのが１点。 

 それと、私も牧野委員の言った継承が難しいというところで、所感で書いたんですけど、今、介護予防の部分

だけじゃんね、みんなが集まってきて、生き生きと暮らせるようにとか、84歳、87歳でもマスターになって人の

お世話をすると、35人だかのうち10人はひとり暮らしだと言ってたけど、そうなんだけど、その人たちが本当に

今度は介護される側になったときの、そこまでがまだできてないというか、それまで地区で完結しろというのは

無理な話かもしれないけど、国が言ってる地域包括ケアシステムは、人のうちへ行って、ホームヘルプでこんに
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ちはって行って、おトイレの介助をしたりとか、トイレ介助は専門家か、身体介護は。要は洗濯してやるとか、

掃除してやるとか、ごみ出しだとかそういう部分、もっと動けなくなったことも地域包括ケアシステムの中にあ

るけど、あの人たちは予防の部分で、もちろん予防すれば動けない時間というのは短くなるから、健康年齢は長

くなるからいいんだろうなと思ったけど、本当にその人たちが悪くなっていったときには、今ある既存のサービ

スで賄っていくしかないんだろうなと。その地域の役割はどうなのかなというのを思いました。 

○竹内委員 全然話は違うんだけど、この「備えて安心！急変時の対応シート」というの、これだけでもう訪問

看護師への連絡先とかかかりつけ医の主治医へ連絡とかって、このように見える化してるんだよね。そうすると、

かかりつけ医って何ってなるじゃん、もしかかりつけ医を持ってなかった方は。そうすると、またそれを聞いて、

そういうお医者さんを持ったほうがいいんだねと言うと、みんな持つようになってくると思うのね。 

 だから、やはりかかりつけ医を持ちましょうとか、いろいろ私たちもＰＲというか、啓発をするけれども、な

かなかそれが浸透していかないという部分があるじゃないですか。だから、ここのこのシートというのは、すご

く見える化になってよかったなって私は思うので、湖西市もこういうのをまねしたほうがいいんじゃないのかな

って。 

○牧野委員 土浦でしょう。 

○竹内委員 ああそうそう、土浦でもらったのを。 

○佐原副委員長 急変時の何だって。 

○竹内委員 対応シートという、これね、訪問看護師への連絡とか、やっぱり訪問看護師って何よってわからに

ゃ聞きゃいいんだもんね。そうすると、そういう仕組みがあるだねというのもわかるし。 

○菅沼委員 緊急時のときは誰が連絡するの、これ。 

  〔不規則発言あり〕 

○高柳委員長 佐原委員。 

○佐原副委員長 かつて湖西でも、何か一般質問を見てたら、緊急時のそういう連絡、一時はやったんだよね、

冷蔵庫の中に入れましょうとか、冷蔵庫に張りましょうという、筒まで用意して、何か福祉の部屋に昔あった。

私が一番最初、福祉の委員になったときにね。その内容というのは似たようなものが書いてあるのかね。ただ、

それが活用されてないのかどうか。 

○竹内委員 だから、かかりつけ医が書いてあったかどうかの確認というのがね。 

○佐原副委員長 そうだね。 

○二橋委員 あれどっかへ視察に行ったときにこういうカードがあっただけども、あれはその人の要するに情報

だけだったということ。その人の情報。例えば、どこへ連絡するとか、その人が悪くなったときに連絡するとか、

あるいはその人の要するに健康状態のものとか、そういう個人情報がそこに入る。 

○高柳委員長 それと関連して、僕はそのシートを見て感じたことは、医療と介護を全部載ってるら。というこ

とは、連携して全部調整されてそういうのができてると思うんですよ。だもんで、そういうことができてなけれ

ば、このシートはつくれないじゃんね、勝手にシートをつくっても。そういうことが全部連携して、全部調整が

できとるもんで、そのシートができ上がってると。だもんで、その点でシステムがもうでき上がってるよという

ことで感じたんですけどね、自分としては。そういうことできてるから、こういうシートができるんだよとそう

いうふうに感じたんですよね。竹内委員。 

○竹内委員 だから思うんだけど、さっき副委員長が言われたみたいに、本当に地域包括ケアというか、地域福

祉の中に担当の専門の部署をつくらにゃいかんだよね、公共施設マネジメント室みたいなのを。そうすれば、も

っとすごく対応がスピーディに、横との対応とかいろんなものが全てうまくいくんじゃないのかなとかって。ば

らばらになってると、どうなんだろうね。形がつくられても、やっぱりちゃんと流れていかないというか。組織
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づくりかな、やっぱりそうなると。 

○高柳委員長 それと今のシートの関係ですけど、先ほど牧野委員の言った手帳、何だっけ。 

○竹内委員 在宅の連携手帳。 

○高柳委員長 在宅連携手帳、これを緊急対応シートと同じことで、そういう関係が全部、医療と介護の関係を

それぞれの診療所もそういうのも全部調整できてなければ、こういうものができないじゃんね。なんで、そうい

うことで、これをすぐにつくっていいでつくりんと言っても、そういう組織ができてなければこんなのはつくれ

ないということだね。なんで、そういうようにつくりんと言っても、市でつくったほうがいいと言っても、市の

中でそういうまとまりができてなければ、こんなシートはできないと。つくっても何も有効的な生きる手帳にな

らないよと。 

○佐原副委員長 できてます。湖西市もできてます。これは、だから介護保険制度を使っていて、訪問看護サー

ビスを受けてるとか、そうすればもう全部書けることで、だから受けてない人は書きようがないもんで、訪問看

護とかいろんなものを。だから、できてはいるよ。 

○高柳委員長 例えば、介護の24時間そういう体制ができていなければ、こういうのをやっても。 

○佐原副委員長 24時間やってるよ、訪問看護。 

○高柳委員長 そういう体制、十分できるかということだよね。 

○佐原副委員長 十分かどうかはわかんないけど、それこそ髪がぬれたまま訪問看護師さんが来てくれて恐縮し

たとかそういう話も聞くし、私も夜、おぼとへ災害ボランティアの集まりに来たら、訪問看護師さんが出動して

いくとこだった。駐車場がなくて私がうろうろしてたら、私出ますからここへ入ってくださいなんて言ってくれ

て、24時間対応、ここの中のはやってるなと思いました。 

 だから、湖西市の現状を私たちが知らない部分もあって、しゃべっていてもどうかなというのも思いました。 

○二橋委員 今の訪問看護は、要するに訪問看護を請け負ってるとこがやるだけの話で、それ以外の緊急の場合

にはやっぱり救急車だよね。ただ訪問看護というのは、システムができてるんだよ。自分の担当する人がちゃん

とあって、そこから夜でも電話が来ると出ていかなにゃならん。 

○菅沼委員 ですから緊急の場合、こういうシートがあればあったほうがいいに決まってますけど、緊急の場合、

本人は連絡できないといったときに、家族がいないと、そこに、昼間でも。夜は多分いると思いますから大丈夫

だと思うんですけど。そういうときどうするんですか。 

○竹内委員 だから緊急通報システムというのがあるじゃん。 

○二橋委員 そういう意識がなくなっちゃったらどうするの。 

○佐原副委員長 ペンダント式というのがあるんだよ。 

 緊急通報システムは壁かけ式もあって、隣のうちに電話が行くとかってのもあるけど、ペンダント式で、今は

みんなアルソックだとかああいうところへつながって、そこから消防に行ってというシステムになってるけど、

自分でペンダントを押せない、もう本当に一気に意識がなくなっちゃったら、そういう場合はもうあり得るねと

思います。 

○竹内委員 それはしょうがない。 

○佐原副委員長 そういう場合はね。 

○二橋委員 きょう、今議論しとるのはさ、研修結果報告書をつくるために話しとるから、なもんで、まとめて

いかんと。議論ばっかりし合っとると。 

○高柳委員長 今、大体そこらが出そろったから、この中で一応まとめていくという形の中で。 

○佐原副委員長 あと蛇足ですけど、さっきのピンクの連携のノート、あれいいねいいねって話なんだけど、湖

西市も介護保険をスタートするときに、ぽかぽか手帳というのをつくったんです。すごい立派なバインダー式で、
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結局は、在庫があるうちはみんなに出してたんだけど、もう湖西市でそれをつくる財政力がないということで、

私たち現場はそれぞれが大学ノートを、普通の帳面をもう使ったんです。 

 だけど、例えば私まんさくにいて、みんな高齢者は自分で文房具屋に行けないんですね、スーパーとか、する

と、まんさくで売ってくれと言うから、１冊50円で売ったの。そうすると、結局、今まで市のはそれみたいに共

有で、そのうちにまんさくでデイケアやりました、うちへ帰ったらホームヘルパーが来ました、御飯つくって帰

りました、そう記録すると、まんさくで提供したノートもそれでどんどん終わっていっちゃったりして、何かあ

っという間にまんさくでばっかりノートを買っていてというような現象が起きたりして、それぞれの事業所ごと

に今度はノートを置くようにしたんです。だから、そのノートを見る人が、結局は何冊も今の湖西市はあっちゃ

って、ケアマネジャーさんは何冊も見て、１カ月の次のプランを立てるだろうけど、事業所同士の連携ができな

くなっているのが現実なんで、だから市が、どこまで土浦市がこれを発行し続けられる財政力があるのかなとい

う思いもしました。 

 湖西市は、岐阜市を見習ってつくったんです、すごい立派なのを。中身の紙がなくなれば、まんさくは全部コ

ピーして穴をいっぱいあけて、バインダーに合うように、そうやって入れてあげてたんです。すごい持ち出しで

したけど、そんな経過はあるので、湖西市にもなかったわけじゃない。 

○高柳委員長 ありがとうございました。 

 時間になってしまいますので、この所感はいっぱいありますけどが、いっぱいまとめてもしょうがないもんで、

この中で四つぐらいでまとめて所感としてつくりたいと思いますので、そこら辺ちょっと。重複してるものもあ

るもんで、四つぐらいにしたいと思うんですけどどんな。どれとどれというのをちょっと出してもらって。 

 言ってください。佐原委員。 

○佐原副委員長 この行政のみの福祉でなく、社協の力との両輪で運営するべきだというのはやっぱり入れたほ

うがいいかなと思います。 

○高柳委員長 それは、市と町の両方で視察の結果でということで。 

○佐原副委員長 ただ、阿見町では社協の声が見えなかった、姿が見えなかった。 

○高柳委員長 土浦市ということで、それは。 

○土屋委員 行政の担当課の再編を、それをお願いします。 

○高柳委員長 それも土浦ね。土浦は二つなもんで、阿見町のほうも。今は土浦だけで、阿見町のを。 

○佐原副委員長 やはり茨城県が主導で、どの市町にも進めていたのがという、そういう歴史があるんで、介護

予防の。それが大きく影響してる素地があったと思いました、これは両市にかかわる。 

○高柳委員長 それは両市町。 

○竹内委員 行政が深くかかわらず、筑見区の支え合いができるというところ。そこへちょっと何か足せばいい

んだよね。具体例を、例えばふれあい…。 

○佐原副委員長 運転送迎システムとか。 

○竹内委員 そういうのとかいろいろ、ちょっと例を。 

○佐原副委員長 行政がかかわるとグレーになるってね。 

○竹内委員 そうそう。そのあれを入れていただいて。細かいのを。 

○高柳委員長 ふれあいと乗り合い。 

○竹内委員 支え合い、助け合いのあるまちのふれあい・乗り合い、タウンページ方式の支え合い。 

○高柳委員長 これは阿見町ね。 

○佐原副委員長 阿見町というか筑見区。 

○高柳委員長 阿見町・筑見区にする。 
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  〔不規則発言あり〕 

○高柳委員長 このくらいにしとくか。いいかね、それじゃあそのくらいで。あとはちょっとまた。 

 それでは時間もたっておりますので、行政視察のまとめということはこれで終わりといたしまして、（２）の

今後の計画でございますが、この計画表が手元にあると思いますが、８月以降、これで進めていきたいと思うん

ですけどが、最終的には提言書をまとめなきゃならんですが、そういうことで、その中で提言内容、最後にこう

いう形で提言しようという落としどころというか、そこら辺をまた皆さん方に出していただいて、それである程

度、全体の形をつくっていきたいものですから、そこら辺またこれ以降、勉強会をまたしていきたいと思います

けども、そんなところですから、皆さん方にまたこれからどういう形で締めていくかという、締めとしてこうい

う形で締めようというようなことを考えていただいて、そういうことで、この活動計画で行きたいなと思います

のでお願いいたします。 

 （３）のその他のことでありましたら。なければ、これで特別委員会を終わりたいと思います。 

 まず、この委員会はこれで閉めさせていただきたいと思います。お願いいたします。 

○佐原副委員長 いいまとめができたかと思います。 

 では、これで地域医療等対策特別委員会を終わります。ありがとうございました。 

           〔午前10時31分 閉会〕 
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